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総合戦略改訂版策 定の目的  
ヒトiPS細胞の樹立成功の発表を受け、我が国のiPS細胞研究等を日本全体で戦略的に進めていくために、平成19年12月に総合戦略、平  
成20年3月に同総合戦略の具体化を策定。  
総合戦略策定後の支援の実施状況を振り返るとともに、総合科学技術会議により策定された「iPS細胞研究の推進について（第一次とりま  

とめ）」（平成20年7月）等も踏まえ総合戦略を改訂。  
総合戦略の実施に当たっては、総合科学技術会議及び関係府省における検討とも十分に連携して進める。  

3．研究の推進及び社会還元に関する取組  

（1）iPS細胞等に関する基礎研究の加速  

・」ST戦略的創造研究推進事業や科学研究費補助金等を通じて、  

iPS細胞関連の基礎研究を引き続き支援する町  

（2）iPS細胞等を用いた再生医療の実現化に向けた研究の加速   

イ再生医療の実現化プロジェクト」を通じて、さらなる支援を拡充∩  

（3）iPS細胞研究等の拡充に向けた基盤構築  

・iPS細胞の標準化技術や品質管理等の基盤となる「iPS細胞技術   

プラットフォーム」の運用を支援。  

（4）産学官連携によるiPS細胞等の成果の社会還元の加速  

1．体制整備に関する取組  

（1）幹細胞・再生医学研究の振興方策等の検討  

幹細胞・再生医学戦略作業部会において  

（2）日本全体の研究推進体制の確立と支援  

・iPS細胞研究等を加速し、総合的に推進するため、「文部科学省  

iPS細胞等研究ネットワーク」を構築したp  

・関係府省と緊密な連携の下、日本全体での総合的な研究推進体   
制の構築に向けて引き続き支援す る∩  

（3）中核的研究組織の整備  

・世界トップレベル研究拠点プログラムを活用し、中核的研究組織と   

して「iPS細胞研究センター」を設置した。  

・文部科学省は、jPS細胞研究センターの現在整備中の施設の完  
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．研究環境整備に関する取組  
（1）若手研究者の育成・人材交流の推進  

成を支援する。  覧  

仙酬仙川叫叫八〉仙、≠、岬加血刷ノ  （：翠2個際化支援・研究者交流等の転進  

2．新たな制度等に関する取組  

（1）先端医療開発特区（スーパー特区）の活用  

・特区制度に基づき、研究資金の統合的かつ効率的運用等を通じ、  
iPS細胞の実用化促進を図る。  

（2）革新的技術戦略の着実な展開  

（3）iPS細胞研究等を推進する上での倫理面の配慮  

5．知的財産に関する取組  
（1）iPS細胞に関する特許の確保  

・iPS細胞樹立方法の特許が日本で成立（平成20年9月）。  

・必要に応じた知財専門家の研究機関への派遣、海外の関連知財   

動向調査、海外特許申請等を支援する。  

（2）iPS細胞に関する知財の管理・活用体制の整備  

（3）iPS細胞の利用の円滑化  
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・安全かつ効率的な作成技縮の開  

発や、貯S増殖制御技術開発  
・臨床応用に向けた安全性の確保  

やモの坪価技術の開発巨等  

・棉神経系を中心とした分化誘  

導技術開発や、安全性確認及び治  
撥開発瀾究 等  

（4）幹細胞治療開発領域  （3）幸細胞操作技術開発領域  
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（1）  

理化学研究所  

代表：笹井GD  

ピー・劉垢澤戌で潤†増派に新暦腰磯尺  
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打払戊丁窮策声き：唱まて常吉た  

（2）研究用幹細包′シク整備領域  

（1）  

東京大学  

代表：中内教授  
遜切なインブ才一ムド  
コンセント即先に◆  
郡市皿等の洲鮎置ボランティアで傾く  
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・多能性幹細胞の萄率約増額笥わ  

甚盗技術開発  
・感覚凝茶を中心とした分化誘導技  
術用発や、安全性稚認及び治療開  

発研究等   

（分軸開：理研JVオリソースセンター）   

・羞毎夜系細腕を申さ臣とした分化誘  

導技術陣玲や、安全性確認及び  
治療開研究等  

【文部科学管iPS細胞等研究ネットワーク】  

Oi円細胞の分配、知的財産、研究成果の取扱いに臥′ては、共通ノトル  
（研究ネットワーク規約用こ基づく一体的運用。（約30機関が参加）  4   



樹立されたヒトES細胞－iPS細胞  ，丁¶・［［（．＿」7士人。∴。ん⊥R′止  
理研BRCによる瀞細胞提塵   再生医療研究に  

◆樹立されたヒトES細胞■iPS細胞を、理研BRCを   

通して、研究者に提供。  
様々な幹細胞の入  

手が容易になるこ  

とにより、我が国  
■ 、 t L         ・‘－  

（二［しL 〕∴、∴卜：  

疾患特異的iPS細胞  の再生医療研究の基盤がさらに  

強化される。  
樹立・作製された  

ES細胞・iPS細胞等  

の各種幹細胞を、  

理研BRCに寄託、  

管理を集約化。  

◆iPS細胞等研究4拠点において、患者から提供される体細胞   

から、疾患の特徴を持ったiPS細胞（疾患特異師PS細胞）を  
サ1  

し、研究者に提供。   
疾患研究に（他の医学者）  

未だ発症機構の  

解明されていない  

多くの疾患の研究  
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労農リム鞠環たナ之酋   

の特徴を持った  

iPS細胞  つ患者 豊島、J†‘二三ここ  竃訂》乙－・i鞭抑竃専  

が、加速される。  
・国内外の研究者の希望に応じ  

♂〆晋 て、適切なMTA※を締結の  

ダ 野上、最適かつ良質な  
幹細胞を提供。  

患者のインフォームド・コンセントが得られれば、細胞に  
加えて、疾患に関する情報も付加し、研究者に提供。  

・幹細胞の提供のみならず、  

細胞の特性等の情報の提供や、  

幹細胞の取扱方法等の講習も  

合わせて実施。  
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※MTA：Materia（TransferAgreement、生物試料移転同意事  
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